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が 確 認 で き る 可 能 性 が あ り ま す ．
ア ナ グ マ や ハ タ ネ ズ ミ に つ い て も 過 去 の 記 録 か ら 生
息 し て い る と 思 わ れ ま す 。 尚 山 帯 の 極 相 林 に ま で 分 布
す る ヒ メ ネ ズ ミ は 山 田 で 生 息 し て い る 可 能 性 が あ り ま
す．
イ ノ シ シ に つ い て も 近 年 婦 中 町 や 山 田 近 辺 で の 目
繋 が あ る た め ． 今 後 三 熊 や 山 田 で 確 認 さ れ る の も 時 問
の 問 題 で は な い か と 思 わ れ ま す 。
お わ り に
人 問 生 活 は 昭 和 :lO 年 代 以 降 急 速 に 変 化 を と げ 、 大 き
く 変 化 し て き ま し た 。 便 利 に な る 一 方 で 、 都 市 に 人 口
が 果 中 し 、 か つ て の 里 山 は 徐 々 に 人 の い な い 場 所 に な っ
て き ま し た 。
そ の よ う な 中 ． 里 山 に い な か っ た 動 物 が 里 LlJ に 分 布
を 広 げ る な ど の 変 化 が 現 れ つ つ あ り ま す 。 こ の 変 化 は
や が て 動 物 の 生 括 や 自 然 そ の も の に 変 化 を お よ ぽ す こ
と が 懸 念 さ れ ま す 。 今 後 も 里 LIJ の 動 物 の 生 活 を み ま も
り ． 日 本 古 来 か ら 続 く 人 と 勁 物 の 接 点 を 大 切 に し て い
き た い と 思 い ま す ．
（ 調 査 は ． 富 山 市 フ ァ ミ リ ー バ ー ク の 山 内 詳 氏 ． 森 大
輔 氏 白 石 俊 明 氏 宮 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー の 南 部 久
男 氏 と 一 緒 に 行 い ま し た 。 ）
里 山 の カ エ ル ・ サ ン ジ ョ ウ ウ ォ ・ ヘ ピ
里 山 に は 果 落 の 周 辺 に 水 田 や た め 池 が あ り 、 山 あ い
を 谷 川 が な が れ ま す 。 カ エ ル や サ ン シ ョ ウ ウ オ な ど の
両 生 類 の 産 卵 は 水 中 （ 水 田 や 池 な ど ） で 行 わ れ 、 親 は
そ の 周 辺 （ 点 む ら や 林 ） で 生 活 し て い ま す の で 、 里 山
は 両 生 類 が 生 活 し や す い 場 所 で す 。 水 田 の ま わ り に は
カ エ ル を 食 ぺ る た め ヘ ピ も み ら れ ま す ．
199~202 年 に か け 、 射 水 丘 陵 束 部 （ 以 下 、 三 熊 と
表 す ） と 山 田 川 左 岸 側 の 山 地 （ 以 下 山 田 と 表 す ） で 両
生 類 ． 爬 虫 類 の 調 査 を 行 い ま し た （ 図 I. 2) 。
両 生 類
1. ど ん な カ エ ル や サ ン シ ョ ウ ウ ガ が い た ？ （ 表 1)
カ エ ル や サ ン シ ョ ウ オ は 、 2 潟 査 地 で 15 種 が み ら れ
ま し た ． い ず れ も 宮 山 県 の 低 山 に 生 息 す る 両 生 類 で す ．
": 熊 で は II 種 、 山 田 で は 13 種 で 、 共 通 種 は 9 種 、 三 熊
だ け で み ら れ た の は 、 ホ ク リ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ と ウ シ
ガ エ ル の 2 種 山 田 の み で み ら れ た の は 、 ク ロ サ ン シ ョ
図 1 ゆ る や か な 谷 沿 い に 綬 ＜ 婦 中 調 査 地 の 水 田 の 様 子 ．
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ウ ウ オ 、 タ ゴ ガ エ ル ． ッ チ ガ エ ル 、 カ ジ カ ガ エ ル の 4
種 で す 。 山 田 は 三 熊 よ り 標 庶 が 忘 く 、 山 田 だ け で 確 認
さ れ た 種 類 で ッ チ ガ エ ル は 平 野 か ら 山 地 に す み ま す が 、
他 は 山 地 の 両 生 類 で す 。
射 水 丘 陵 の 代 表 ： ホ ク リ ク サ ン シ ョ ウ ウ ォ
ホ ク リ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ （ 表 紙 写 呉 ） は 射 水 丘 陵 だ
け で み ら れ ま し た 。 産 卵 が 行 わ れ る 埠 所 で 兒 見 さ れ ま
し た が 、 多 く の 場 所 が 谷 に あ る 放 棄 さ れ た 水 田 で し た ．
ホ ク リ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ は 石 川 県 の 能 登 半 島 と 宮 山 県
の 射 水 丘 陵 、 宮 山 県 西 部 の 低 山 に し か 知 ら れ て い な い 、
環 境 省 の 絶 減 が 心 配 さ れ る 種 （ 絶 滅 危 惧 I B) で す 。
宮 山 県 内 の 生 息 地 は ど こ も 似 た よ う な 状 況 （ 放 棄 さ れ
た 水 田 ） で 生 息 場 所 の 環 境 が 年 々 悪 く な っ て き て お
り 、 絶 滅 が 心 配 さ れ ま す 。
モ リ ア オ ガ エ ル
モ リ ア オ ガ エ ル の 産 卵 は 射 水 丘 陵 と 山 田 の ど ち ら で
図 2 山 の 斜 面 に つ く ら れ て い る た め 、 隣 の 田 ん ぼ と の 段
差 が 大 き い 山 田 調 査 地 の 様 子 ．
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も み ら れ ま し た 。 産 卵 場 所 の 多 く は 池 で し た が 、 水 田
で も み ら れ ま し た 。 宮 山 市 の あ る 調 査 池 で 卵 塊 が 枝 な
ど に 付 若 し て い た 位 器 は ． 大 部 分 の 卵 塊 が 水 面 か ら 為
さ 250m 、 水 際 か ら 20cm 以 内 に あ り ま し た 。 宮 山 市
や 婦 中 町 で モ リ オ ア ガ エ ル の 卵 塊 が 多 く 付 君 し て い た
植 物 は ． ス ギ ． コ ナ ラ ． ヒ サ カ キ 、 エ ゴ ノ キ ． ク リ 、
ピ ッ チ ュ ウ ヤ マ ハ ギ で ． 山 田 の 調 査 池 で は 、 エ ゴ ノ キ 、
マ ル パ ア オ ダ モ 'IJ ョ ウ プ ． ミ ズ ナ ラ 、 他 の ］ 調 査 池
で は 、 カ ワ ラ ハ ン ノ キ が 多 く み ら れ ま し た 。 モ リ ア オ
ガ エ ル は 池 に は り だ し て い る 樹 木 の 葉 な ど に 産 卵 し 、
親 は 池 周 辺 の 山 地 で 生 活 し ま す の で 、 モ リ ア オ ガ エ ル
が 生 き て い く に は 、 産 卵 場 所 で あ る 池 と 周 辺 の 林 が 必
要 で す 。
3. 水 田 の カ エ ル 類
水 1f1 を 繁 殖 地 に す る ア マ ガ エ ル、 ト ノ サ マ ガ エ ル 、
シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル を 夜 問 ． 嗚 き 声 に よ り 調 査 し
ま し た ． そ の 結 果 、 ア マ ガ エ ル は 普 通 に 見 ら れ 、 シ ュ
レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル は 、 比 較 的 多 く の 水 田 で ｀ ト ノ サ
マ ガ エ ル は 限 ら れ た 場 所 で し か 見 ら れ ま せ ん で し た ．
ト ノ サ マ ガ エ ル は 水 辺 で 生 活 し 、 畦 や 草 地 が 必 要 で す
が 、 こ の よ う な 場 所 は 少 な く な り 、 生 息 場 所 が 限 ら れ
て い る と 思 わ れ ま す 。 ま た 電 ニ ホ ン ア カ ガ エ ル （ 表 紙
写 貝 ） や ヤ マ ア カ ガ エ ル も 水 田 で 産 卵 し ま す 。
図 3. 里 山 の 代 表 的 な ヘ ピ 、 ア オ ダ イ シ ョ ウ
4. カ エ ル 類 の 繁 殖 期
三 熊 で 段 も 早 く 産 卵 す る の は 、 ニ ホ ン ア カ ガ エ ル と
ヤ マ ア カ ガ エ ル で . 2 月 下 句 （ 又 は 中 旬 ） ~3 月 上 旬 で
す 。 シ ュ レ ー ゲ ル ア オ カ ＇ エ ル が 4 月 上 句 ~6 月 中 句 、 ア
マ ガ エ ル は 4 月 中 旬 ~ 6 月 下 句 ． ト ノ サ マ ガ エ ル は ．
5 月 上 句 ~6 月 上 旬 、 ウ シ ガ エ ル は . 5 月 ヒ 旬 ~7 月 中 旬
で す 。
モ リ ア オ ガ エ ル は 、 二 熊 で は 5 月 下 旬 ~7 月 上 旬 、 山
田 で は 5 月 下 旬 （ 推 測 ） ~ 7 月 下 旬 と 思 わ れ ま す 。
熊 山  田
和 名 水 田 池 谷 湿 地 小 河 川 沢 そ の 他 水 田 池  谷 JII 小 谷 川 そ の 他
ホ ク リ ク サ ン シ ョ ウ ウ ォ △  
ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ ォ ゜ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ウ ォ ＊  △  イ モ リ △  △  
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル △  △  
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表 1 確 認 さ れ た 両 生 類 ・ 爬 虫 類 と 生 思 場 所
〇 普 通 1こ み ら れ る △ 少 な い *  1 箇 所 で の み 確 認
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表 2 確 認 さ れ た 爬 虫 類
和 名 富 山 市 ・ 婦 中 町 山 田
ク サ ガ メ △  
ト カ ゲ △  △  
カ ナ ヘ ピ ゜ △  シ マ ヘ ピ ゜  ゜ア オ ダ イ シ ョ ウ ゜  ゜シ ロ マ ダ ラ ＊  t:: バ カ リ △  
ヤ マ カ ガ シ ゜  ゜マ ム シ ゜  ゜，  8  7  〇 晋 通 に み ら れ る △ 少  な い *  1 個 体 の み 確 認
爬 虫 類 （表 2 )
ヘ ビ 、 ト カ ゲ 、 カ メ は 両 地 域 で 9 種 が 確 認 さ れ ま し
た 。 多 く が 山 地 の 代 表 的 な 爬 虫 類 で す 。 宮 山 市 ・ 掃 中
町 で は 、 8種 山 田 で は 7 種 と 三 熊 で わ ず か で す が 種 数
が 多 く 、 大 部 分 は 共 通 し て い ま し た が ． 三 熊 だ け で み
LlJ 田 で ク サ ガ メ が み
ら れ な か っ た の は 、 三 熊 で は ． 池 や 湿 地 が 連 続 し て 広
が り 、 カ メ は 移 動 し や す い の で す が 、 山 田 は 池 が 山 地
に あ り 、 独 立 し て い る た め 、 カ メ が 移 動 し に く い か ら
だ と 思 い ま す 。
里 山 の 代 表 的 な ヘ ビ 類 は ． ア オ ダ イ シ ョ ウ （ 図 3) 、
シ マ ヘ ピ ． ヤ マ カ ガ シ 、 マ ム シ で す 。 ヒ バ カ リ は ． 水
田 付 近 で み ら れ 、 水 田 の 周 辺 で 生 活 し て い る ヘ ピ と 思
わ れ ま す 。
ま と め
里 山 の 水 田 と 湿 地 を 主 な 産 卵 場 所 と し て い る の は 、
ニ ホ ン ア カ ガ エ ル 、 ヤ マ ア カ ガ エ ル 、 ト ノ サ マ ガ エ ル、
シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル で 水 田 に 水 を ひ く た め の 人
工 の た め 池 は 、 モ リ ア オ ガ エ ル の 産 卵 場 所 と な っ て い
ま す 。 谷 川 は 。 渓 流 を 産 卵 場 所 と す る ヒ ダ サ ン シ ョ ウ
ウ オ や タ ゴ ガ エ ル の 産 卵 場 所 と な っ て い ま す 。
里 山 に は 、 溜 池 、 水 路 、 水 E1:1 と 、 水 が 循 戻 し 、 そ れ
ぞ れ の 水 場 を 色 々 な 両 生 類 が 産 卵 場 所 と し て 利 用 し て
い ま す 。 周 辺 の 草 地 や 林 も 親 や 子 ど も の 生 活 場 所 と な っ
て い ま す 。 里 山 の 水 を 中 心 と す る さ ま ざ ま な 現 境 は 、
里 山 に す む 人 が 生 活 の た め に 長 い 期 問 を か け て 改 良 し
維 持 し て き た 、 い わ ば 人 工 的 な 自 然 で す が 會 両 生 類 は
そ の よ う な 哀 塊 を う ま く 利 用 し な が ら 生 き 長 ら え て き
た と 思 わ れ ま す ． し か し 、 近 年 は 、 里 山 の 谷 の 水 田 は 、
休 耕 田 と な り ヨ シ が 生 え る 等 の 植 生 遷 移 が 進 み ． 水 路
は コ ン ク リ ー ト 化 し て い る と こ ろ が 多 く な っ て い ま す 。
こ の た め 湿 地 や 消 に 産 卵 す る ホ ク リ ク サ ン シ ョ ウ ウ ォ
が 影 響 を 受 け て 次 第 に 少 な く な っ て い き 、 次 ぎ に 水 田
に 産 卵 す る ニ ホ ン ア カ カ ‘ エ ル や ヤ マ ア カ ガ エ ル な ど も
彩 響 を 受 け る こ と で し ょ う ．
（ 調 査 は 福 田 保 氏 、 荒 木 克 昌 氏 と い っ し ょ に 行 い ま し
た ）
里 山 の 淡 水 魚
調 査 地 の 射 水 丘 陵 に は 、 下 条 川 水 系 の 浄 土 寺 /II 、 鍛
冶 川 が 流 れ て い ま す が 、 そ の 源 の 標 高 は 100~200m ほ
ど で 宮 山 県 の 川 の 中 で は 源 流 の 標 面 が 低 い の が 特 徴
で す （ 図 I) 。 そ の た め .J II の 流 れ は 速 く あ り ま せ ん 。 一 方 、
南 部 久 男
山 田 を 流 れ る 山 田 川 は 神 通 /II 水 系 の 一 支 流 で 、 上 流 は
南 砺 市 の 1B 利 賀 村 の 百 瀬 /II で ． 源 流 は IOOm を 越 し 、
山 田 ・ 婦 中 町 を 流 れ 山 田 川 に 、 さ ら に 井 田 川 ． 神 通 川
に 合 流 し ま す ． 山 lfl 川 は 、 渓 流 の 発 達 す る 宮 山 県 の
図 1. 浄 土 寺 川 上 流 の 様 子 ． 図 2. 河 床 の 見 え る 山 田 川 で 魚 の 調 査 を し て い る 。
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